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京都⼤大学  研究⼤大学強化促進事業「百家争鳴」プログラムとは？
 　京都⼤大学では、⽂文科省省・研究⼤大学強化促進事業の⼀一環として、京都⼤大学「百家争鳴」プログラムを展開している。
本プログラムの⽬目的は「学際」「国際」「⼈人際」  融合を進めることである。具体的には、URA  が  ①多様な教員が集
う場、②  教員・職員・URA  が集う場、③  教員・企業⼈人・市⺠民が集う場といった新しい「場」の創出を  ⾏行行っている。  

分野横断プラットフォーム構築企画

国内外から多様な教員が「集う場」
※分野横断プラットフォーム構築企画

未踏領領域・未科学への
挑戦
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教員・職員・URA  が「集う場」
※京都⼤大学リサーチ・アドミニストレーション
 　（KURA）研究会

研究環境の改善・改⾰革

ワイワイ

市⺠民・企業⼈人・教員が「集う場」
※京都⼤大学アカデミックデイ
 　分野横断交流流会

⾰革新的事業発⾜足
新規プロジェクト創出
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                      C-‐‑‒PIERC C-‐‑‒PIER

URA（発展可能性が⾼高い企画）  　 　 　 　 　URA 　 　          （別事業等で⽀支援）U

アイデア         応募・⾯面談  　 　採択 企画実施審査 研究チーム・ネットワークの構築

【⽬目的】  より多くの学際（共同）研究が芽吹くための⼟土壌（プラットフォーム）を構築する

【対象】
  新たな学際（共同）研究の萌
芽的アイデアがあり、研究プ
ロジェクトの実現に向けて動
き出そうとしている京都⼤大学
の研究者

【⼿手段】 　
WS・研究会の開催⽀支援、コンテンツ作成⽀支援、
各種助⾔言、⼈人の紹介  etc.を通して、企画者と
学内外の研究者、省省庁、⾃自治体、企業、NPO、
市⺠民等とがつながる場／機会／環境を醸成・
拡充させる。

【期待できる効果】  
・本学に学際⼒力力（多⾓角的な視点・広い視野、異異分野間の
 　コミュニケーション⼒力力等）とPM⼒力力（運営ノウハウ、事務
 　能⼒力力、意⾒見見をまとめ上げる等）をもった研究者が増える。
・本学に分野横断型のさまざまな研究チームやネッワー
 　クができる。

成果発信・外部資⾦金金

審査員

【事業体制】  ※学術研究⽀支援室と学際融合教育研究推進センター（C-‐‑‒PIRE）とが連携して実施

【各種アドバイス】
  テーマ設定・研究者紹介・広報/参加者集め・ファシリ  
  テーション⽅方法・ディスカッション⽅方法  etc.

【経費⽀支援】 　
  会場費・広報費・招聘/出張  
  費・消耗品等  etc.

【成果発信⽀支援】 　
K.U.Research  のWEBサイト・Facebookを通じて
新たな研究プロジェクトの発信・成果蓄積

企画詳細設計・広報

【成果・実績】学術研究⽀支援室（URA）による京都⼤大学の研究を発信するWEBサイト（K.U.Research）で  採択実績を公開
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新らしい研究ツールを
共有するコミュニティが誕⽣生

（ドローン、クラウドソーシング）
新らしい研究成果を
新たな形の社会発信へ

（マスメディア,  SNS,  書籍）

 　 　 　学内で新たな
学際研究コミュニティが誕⽣生

学外のステークホルダーとの
 　研究コミュニティが誕⽣生

⽀支援をした
 　「新たな学際的WS/研究会」
 　「新たな学際研究に取り組む研究グループ」
WEBで公開 　

  （新たな研究を知れる、参加できる、⽀支援できる）

新規WS/研究会代表例例
（H25-‐‑‒27年年度度  全51件）

「オープンサイエンス⾰革命を活⽤用した研究ス
タイルの実践と新展開」「ドローンのフィー
ルドサイエンス活⽤用研究と強化実習」「若若⼿手
再エネ実践者研究会」「環境エンリッチメン
ト実践WS」「歴史の受容からみる東アジ
ア」「消滅危機⾔言語復復興研究のためのWS」
「多⾔言語主義と歴史社会⾔言語学」「台湾とは
何かを再考する」「匂いコミュニケーション
メディアの構築と社会環境の醸成」「⽂文理理融
合授業の実践とその⽅方法論論の開拓拓」「⼈人⼯工知
能技術が浸透する社会を考えるWS」


